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Abstract: A proposition for the present educational reform in Japanese universities. In 
this article it will be made on computer education, especially, in the departments of 
mathematical science. 
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１. はじめに 
 
大学の改革が行われているようである。大学を
離れて久しい私如きものには、その詳細は知るよ
しもないが、ただ、学問、教育の現状については
一家言をもっている。改革というものには、必ず
抵抗が伴う。その抵抗を少なくするために大学を
階層に分けることはやめて、画一的にやるようで
ある。大学自らの努力で特色を出せというが、そ
れは河清をまつようなものであろう。評価機構も
出来たが、評価の基準が画一ならば、大学に個性
の生まれるはずもあるまい。 
 
  世上乱逆追討雖満耳不注之 
  紅旗征戎非我事 
 
と定家は明月記に記す。許六を柴門の外に送るに
さいして、芭蕉も 
 
  予が風雅は夏炉冬扇のごとし、衆にさかいて
用いるところなし 
 
と語る。定家や芭蕉を、和歌や俳句の数で評価す
るものはいまいが、大学では非常識な事が平然と
行はれる。人事などを見ても評価能力のない大学
は驚くほど多い。評価のあり方が教育全体を歪め
ることもあろう。もともと、文化現象の評価とい
うのは常人の能力を超えたところにあるのかも知
れぬ。だからといって、大学が現状のままで良い
ということにはならない。学生の質が下がったと
嘆くが、教授の能力もそれに応じて落ちた、そう
考えるのが常識というものだろう。だが、嘆いた
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り、非難したりしているだけでは、事は運ばない。
易しく教えるという技術は、大学の中では育てら
れたことはなかった。そのことについては、幾つ
かの理由を挙げることが出来る。昔、西田幾多郎
が、「善の研究」を第四高等学校の教壇から講じた
とき、理解し得た学生の数は少なかったという。
しかし、その講義を聴きえたことを生涯学生は誇
りにしたという。それが、本当の教育であろうが、
今日の大学のキャンパスでは通用すまい。文化は
真に遠くなった。我々はそこから出発せざるをえ
ない。旦夕に迫った改革に合わせて、数理科学科
の教科について若干の提言をしたい。 
数理学科の目的とするところは、数学教員の養
成と情報産業に有用の人材を送り出すことであろ
う。このいずれの目的にたいしても、現況の教科
内容は適しているとは思えない。また、学生の能
力にあった教え方がなされているとも考えること
は出来ない。何処が問題かということを手短に述
べたい。第一に科目数が多すぎるということが挙
げられよう。第二に、これは第一のこととも関連
するのだが、演習の時間が少なすぎるということ
である。第三は、情報産業の中で身を立てる学生
の教育ということについて、大学、産業界ともに
等閑にしてきたということである。嘗ては、社員
教育にそれなりの意欲を示してきた産業界は、い
まや、その余力を失ってしまった。あまつさえ、
即戦力を必要とするヴェンチャ企業のことを考え
ざるを得なくなった。企業の現状は、社員の使い
捨てである。生涯を助ける技能を持たない人間は、
倒産、解雇にさいして、なす術がなかろう。数学
だけを教えて、こと足れりとするのは、独り善が
りと言われても致し方はあるまい。少なくとも、
企業とよく話し合う必要があろうし、そこから産
学協同が始まるのではあるまいか。数学科乃至は
数理学科の必須科目としては、 
 
    一変数および多変数の微分積分学 
    線型代数 
    解析幾何学 
 
とそれらにたいする演習で充分であろう。解析幾
何学は、優秀な学生は嫌がるかもしれぬが、高校
の教壇では役に立つはずだし、また、C.L.Siegel
が 13 年に渉って、ユ－クリッド、デカルトなど
の古典のセミを続けたという話も付け加えること
が出来る。数学史は、ほとんどが幾何学であり、
それに若干の方程式論であった。上に述べた科目
の他は、一切選択科目とすべきだ。何を選択科目
として提供出来るかは，その大学の潜在能力とい
うものであろう。また、現在学部で行われている
授業の相当部分は、修士課程の科目とするのが、
学生の水準に照らして適当と考えられる。 
修士課程は、定員が大幅に増えても、片手間の
仕事になっている。その方が安上がりだからだ。
しかし、日本の将来のためには却って高くつくと
思う。専任の教員を設け、ここで本当の専門教育
を行うべきだ。産学協同というのも、修士課程の
問題ではないだろうか。ともかく、今日の話題は、
学部、修士課程を含めての、コンピュ－タである。 
 
２. プログラミング教育について 
 
IT革命ということが言われ、他方では、大学の
改革が叫ばれている。この二つには深い関連があ
ることは、多くの方も同感されることだろう。し
かし、具体的にどういうことをしたらよいかとい
う段になると、大学の中でも、議論はあまりなさ
れていないのが現状ではあるまいか。嘗て、日本
経済新聞は、日本ではプログラマが 200万不足す
ると報じた。日本の各大学はそのための具体策を
すでに立案し、実行に移していなければならない
筈だが、必須単位として情報関連の科目を課して
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いる大学も稀である。プログラミングの教育も、
たまたまそこにあるソフトを使うか、教師がその
専門の上で使っている特殊なものを教えるかとい
った程度のようだ。暗号理論、デ－タベ－ス、プ
ログラミングの専門家の育成は、日本の経済のみ
ならず、社会の基盤を揺るがしかねない重大事だ
という認識が必要である。また、たんに専門家の
育成というばかりでなく、文科の学生も含めた広
い層に、コンピュ－タ技術の常識を教えることは、
大学の国民にたいする義務であろう。高価なコン
ピュ－タを備えさせればこと足れりとする傾向の
政治行政のなかで、ソフト面の教育がいささか等
閑にされてきたきらいがある。場当たり的な IT
講習会をやったって追いつくものではあるまい。
また、大学のクラスを一部ヴァ－チュアル化する
ことも必要である。欠席者をただ切り捨ててきた
ことも反省する必要があるし、社会人教育ともな
れば、100％の出席は期待できない。教師は自分
のホ－ムペ－ジを作り、学生とホ－ムペ－ジ上で
会話をしながら教育を行う時代になってきた。出
席という槻念も変えていかなければなるまい。こ
の事は、大学にその気があり教師にそういう気力
があれば、今この時点でも出来ることだと思う。
それを大学全体で行うためには、学生のみではな
く教師にたいするコンピュ－タ教育もなされなけ
ればならない。ファカルティ ディヴェロップメン
トというのは、こういうことを言うのだろうと思
うのだが、この言葉も、標語だけが走って中身の
理解が欠けている。地方の大学に目立つ大学院の
定員不足も、ファカルティ ディヴェロップメント
に関係していると思うのだが、閉じた場所として
ではなく、もっと広い社会のなかで、人々の共感
をえながら生きていく姿勢が大学に求められてい
る。学生も社会も興味をもつ教育内容に変えてい
く努力が足りないように感じるのは、筆者のみで
はあるまい。もっともこのことは、研究者且つ教
育者としての大学人にたいする評価基準を変えな
ければうまく行かない。教育評価を研究の評価と
いかに釣り合いを保たせるかという大問題にも係
わってくる。しかし、急激に変化している社会の
中では、狭い学問分野に閉じこもって五尺の土地
を掘り返しているだけでは駄目だ。大学は、大学
院も含めて、ソフトウェア教育の具体策を早急に
立てるべきである。主として大学のために、もち
ろん私の限られた経験と知識でということだが、
ある提言をしようというのが、この稿の目的であ
る。やや特殊な提言だと思われがちだろうが、重
要性において他の提言に劣るものではないだろう。
私の考えでは、費用のかからないコ－スを設定す
るのが採用され易いだろうから、そういうコ－ス
をここで例として上げさせて頂いた。もちろん、
費用のみを考えたわけではない。 
オフィス 2000 では、そこで作られたほとんど
のファイルを、拡張子が htmのファイルとして保
存する事が出来る。そのことは、インタ－ネット
のブラウザ－で直接に開けるということを意味し
ている。ワ－ドで書かれた文章は、メニュ－バ－
の「ファイル－ウェッブペ－ジとして保存」と言
う操作で、html ファイルに変換される。それは、
メモ帳に収められる。「スタ－ト|プログラム|ア
クセサリ|メモ帳」とたどってメモ帳をクリック
して開き、ファイル名を右クリックして 「アプ
リケ－ションから開く」に行き、現れたプルダウ
ンメニュ－からワ－ドを選んでやれば、もとのワ
－ドの文章になる。ワ－ドの代わりにメモ帳を選
べば HTML スクリプトで書かれたプログラムが
出てくる。エクセルのワ－クシ－トをホ－ムペ－
ジに組込み、ホ－ムペ－ジ上でデ－タの計算、分
析を行うことも可能である。そういう機能を使え
ば、先生（Faculty）と生徒（Students）とが現
在のように空間的に同じ場所にいて授業が行う必
要はなくなる。マイクロソフトの Office Server 
前橋 敏之 
 
Extensions は、ホ－ムペ－ジの読者との相互交
信をめざしたものだ。Windows2000 Server以上
の機能をもったウェッブサ－ヴァ－にインスト－
ルする。各クライアントコンピュ－タはそのサ－
バ－のなかにウェッブホ－ルダ－というファイル
の入れ物を設ける。各クライアントコンピュ－タ
のほうは、そのショ－トカットを作る。そこに、
教師と学生が自分のファイルをいれ、交換し合う
仕組みである。先生は、読み書きできる形で宿題、
講義概要等をそこに送る。生徒の方は読むことが
出来るだけということになろうが、コメントを付
けたり、質問をしたり出来るようになっている。
大学生の出席率は押並べて悪い。欠席した学生の
ことなど過去の大学は一顧だにしなかった。それ
では、社会人教育等は満足に出来まい。電送され
た宿題をある程度こなしたときは出席にするとか
規則の解釈を柔軟にして、講義の一部をヴァ－チ
ュアルにする必要がある。 
 
3. マ－クアップとスクリプト 
 
私の主張は、まず、マ－クアップ言語 HTML
の基礎を教えて、次に、スクリプト言語 Java を
教える形に、これからのプログラミング教育を変
えたらどうかということである。現在高等学校で
はヴィジュアルでもない変なベ－シックを教えて
いる。これも改善すべきだと思う。ジャヴァスク
リプトは、インタ－ネット エクスプロ－ラ、ネ
ットスケ－プ等が入っていれば即座に使えるから、
費用もかからず便利である。その後は、いろいろ
な選択肢があろうが、ジャヴァを教えるのが、費
用の点でも、連続性の点でもいいと思う。ウェッ
ブの画面は簡単なジャヴァプレットを使うだけで、
格段に見栄えがするようになるからだ。こういう
授業内容が良いかどうかは別にしても、大学は早
急に全学的な視野をもってコンピュ－タ教育の策
定をすべきだろう。利用可能なウェッブコンポ－
ネントが増えれば、中小企業も、ひょっとしたら、
大企業も、そういったものを”張り合わせる”だ
けで、大部分のことは、すむようになるだろう。
これからは、散在するデ－タをⅩML のフォ－マ
ットで書き表し、それを電波で送るという形にな
る。費用の掛かるコンボネントの製作は、大企業
の特殊な部門が担当することになるだろう。そう
いう意味でもスクリプト言語を教えることは時宜
にも適っているとおもう。学校のコンピュ－タが
インタ－ネットに接続されていなくても、 
オフラインで上のような授業をすることが可能で
あることも、注意しておきたい。高等学校も、
HTMLの初歩を教え、フロ－を制御するコマンド
はジャヴァスクリプトのなかで教えるというカリ
キュラムに変えるべきだ。ただ言語を教えるとい
うのではなくて、習った言語で自分のホ－ムペ－
ジを作らせる、画面の色やデ－タの値を変たり、
友達のホ－ムペ－ジを開いたりして、ウェップの
世界に慣らしてゆく。こういうことを、新しい情
報科の改定も含めて、今後は考えてゆかなければ
ならないと思う。情報処理学会の会員諸氏の持つ
知識のミニアチュアを教える新指導要領はコンピ
ュ－タ嫌いを増やすばかりだろう。それに、10年
も掛かる指導要領の改訂作業は、IT関連の科目で
は、考え直されるべきだろう。 
 
４. プログラミング 
 
プログラミング言語を三種に分ける事から始め
よう。それは、 
① マ－クアップ言語 SGML HTML  
  XML 
② スクリプト言語  ジャヴァスクリプト、 
VBスクリプト、パ－ル、Tcl（tool command 
language） 
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③ システムプログラミング言語 ジャヴァ、C、
C＋＋、C＃ 
の三種であるが、ヴィジュアルベ－シックについ
ては、②と③との中間にある言語という位置付け
を し て お こ う 。 事 実 、 Tcl の 創 姑 者 
J.K.Ousterhoutは、ヴィジュアルベ－シックをス
クリプト言語に分類している。その一方で、以下
に述べるドットネット環境のニュ－ヴァ－ジョン 
Visual Basic.Net はますますオブジェクト指
向のシステムプログラミング言語に近づいてきて
いる。例えば、（implementation）inheritanceだ
とか、 thread、exception handling（これは、Java
で周知のものだ）だとかという機能が利用出来る
ようになる。その一方で、他の言語も、既成のコ
ンポ－ネントをドロップダウンするグラフィカル
な手法を取り入れる事によって（ウェッブフォ－
ム等）、スクリプト言語に近づいてきている。だか
ら、私としては、ヴィジュアルベ－シックを 3番
目のシステムプログラミング言語に分類したいと
ころだ。ヴィジュアルベ－シックは重くて遅いと
言われているが、コンピュ－タの速度が速くなり、
メモリが安価に成れば、その事自体は、大きな問
題にはなるまい。それに、問題だったエラ－ハン
ドリング（On Error Goto文）も改善される。そ
ういう意味で、ベ－シックを教える現在の仕組み
は、ヴィジュアルになりさえすれば、一慨に悪い
とは言えないと思う。しかし、この提言では、プ
ログラミングを③のシステム言語に拘泥する従来
の教育のから自由になって、プログラミング教育
のあり方を根底から考え直して見たい。 
 インタ－ネット上に散らばっている情報は、さ
まざまなフォ－マットをもつデ－タベ－スであろ
うし、さまざまな言語でかかれたコンテンツだろ
う。そういったものを統一的に扱うプラットフォ
－ムとして考えられているのが、.NET（ドットネ
ット）であるという。（WindowsXP、OfficeXPと
いった従来路線のヴァ－ジョンアップは出たが、
Visual Basic.Netや Windows.Net、などが、売
り出されるのは、まだのようだ。） ドットネット
というのは、ウェッブコンポ－ネントをやり取り
できる環境として、マイクロソフトが総力をかた
むけてとりくんでいる製品のようである。そのも
ととなるのは、ⅩML である。SOAP（Simple 
Object Access Protocol）は、遠隔地のコンピュ
－タにあるコンテンツやインタ－フェイスを利用
するためのⅩML を使って作られた規則である。
世界に散在しているコンポ－ネント、インタ－フ
ェイス、デ－タを大量に、安全確実（Robust）に、
速やかに（Rad.Net）、さまざまに貼り付けて、再
利用する環境を作ろうというのが、ドットネット
の趣旨のようである。このコンポ－ネント、イン
タ－フェイスなどは、C 言語等でつくられるが、
それらを張り合わせるときには、スクリプト言語
が必要になる。このことは、Webプログラミング
では、スクリプト言語が重要になってくるという
ことである。そこに世界のソフト業界の注目が集
まって、ⅩMLを使って、Web上での情報を扱い
やすくし、出来たら自然言語に近い感覚で扱いた
いというのが、ドットネットの狙いのようである。
サンマイクロシステムズには、Sun Oneという企
画がある。 
 
５. エクセル 
 
情報とは妙なものである。株に無縁な御仁にと
って、新聞の株式市況の欄など、無駄なペ－ジを
買わされている思いがするだろう。今では、新聞
よりウェッブ上で電子的に伝達される情報のほう
が多い。情報を一箇所に上手に集めて全体に脈絡
を付ければ、莫大な付加価値が生じる。それを商
売にする人もいるようだ。情報を上手に組織立た
せたものをデ－タベ－スと呼ぶ。コンピュ－タは
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それに一定の書式を要求する。通常デ－タベ－ス
は、数個のテ－ブルというものから出来ていて、
個々のテ－ブルの升目に様々な値を入れていく。
その値のことをレコ－ドという。テ－ブルではこ
の升目が方眼紙状に並んでいて、横の並びを行、
縦の並びをフィ－ルドと呼ぶ。フィ－ルドの最上
行は通常ヘッダ－であって、そこにフィ－ルド名
を入れる。最初のフィ－ルドには、主語となるも
のを入れる。他のフィ－ルドはその述語となる
様々な性質がなる。各フィ－ルドには、デ－タ型
があってその型の催しか入れないのが原則である。
デ－タ型には、数値、文字、通貨、ハイパ－リン
ク、アクセスなどでは、ビデオ等もある。エクセ
ルを如何に教えるかということだが、筆者の経験
の乏しさから、成績簿の作成について述べさせて
いただく。もっとも成績簿ばかりではなく、企業
等の他の事例にも通用する話が多いと思う。鶏を
割くにいずくんぞという俚諺があるが、オラクル
を不器用に使っている企業が多い。学校も例外で
はない。そのくらいなら、エクセルを巧みに使っ
た方が安全のような気がする。近年問題を起こし
た某国立大学の場合も、受験生の数からみて、エ
クセルで十分入試業務が行えるだろう。その方が、
細部に目が行き届く。入試の作業はプログラムの
上からは、成績簿の特別な場合である。同時アク
セスの量が問題になることがあれば、アクセスす
るサイトを分散させることによって避ける事も出
来よう。ともかく、エクセルというのは、相当数
のコンピュ－タに入っていて、殆ど使われないソ
フトである。それを活用するのは、国家資源の有
効利用ということにもつながる。 
 
６. 成績簿 
 
 成績簿作成をとうして、デ－タベ－スの理解と
いうことを目的とするソフト教育の話をはじ始め
よう。話題は、教師それぞれの工夫でよいのだが、
概念の理解ということでは同じだと思う。要する
に、受講生の興味をひく話題を選ぶのが大事だ。
成績簿は特殊な話題ではない。先ず、学生番号の
ことを取り上げよう。学校に全国に亘って通し番
号を付ける。003 と言ったら某国立大学といった
具合だ。次に入学年度、つまり 2001年入学なら、
01という風にである。次はクラス乃至学科に番号
を付け、最後はそのクラス乃至学科のなかの番号
というようにする。飛び級等の問題があるから、
学年は別なフィ－ルドにしたほうが良い。ここで
は、学校の番号は煩瑣になるから、省くことにす
ると、結局学生番号は 
 
01－014－005 
 
といった形になる。高等学校なら、クラスの数は 
二桁だろうから真中の数値は 14 のように二桁に
する。大学の学科なら、三桁であろう。だから、
上の例では 014になっている。必ずどの数も 0を
頭に置いて三桁にしておく必要がある（もっとも、
これは学生番号の場合に限っての話である）。何処
かで言ったように、エクセルの情報は正式には、
デ－タベ－スと呼べるものではない。だから、デ
－タ型は曖昧だ。例えば、数値のつもりで 
 
01－14－06 
 
と打つと、日時型に突然変わるということも起こ
る。その時は、何処かに、0 を一つ増やすとかし
て対処する。これを最初のフィ－ルドにして、次
は氏名である。それから学年と現在のクラス乃至
学科を第三第四のフィ－ルドにする。その次のフ
ィ－ルドは学科目だ。ここは、「学科目」であって、
英語、数学、国語であってはならない。初めから、
氏名 英語 数学 国語というようにするのは拙
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い。英語、数学、国語等の学科目名は学科目フィ
－ルドに入れる。氏名を入れるのは大変だが、エ
クセルはリレ－ショナルデ－タベ－スではないか
ら、別のワ－クシ－トに学生番号と氏名を入れて
おいて、マクロで写すか、コピ－とペ－ストで始
めのワ－クシ－トに移す。結局入力はクラス乃至
は学科内の番号と各科日の点数のみですむ。最後
は、合否だが、これは他が決まれば、マクロで自
動的に入る。ここで簡単なマクロつまりエクセル
用のヴィジュアルベ－シック（VBAと略す） 
を教えるのも一案であろう。 
 
①  学生番号で始まる第二行を選択し、メニュ
－バ－から、デ－タ｜フォ－ムを選択すると、
ダイアログボックスが現れる。現れぬときは、
学生番号は、本当は学科やクラスの中の番号
でよい。そうすれば、やや打ち込み易くなる。
打ち込む順序は、集められた答案のそのまま
で良い。科目名は一番最初の学生の分だけ打
つ。一人の教師の同じ試験の場合、それは全
部同一筈だからエクセルのオ－トフィル機能
を使って後で入れる。 
② 教師は学生番号と試験の成績を打ち込んで教
務に送付する。 
③ 教務はマクロを使うか、マニュアルでカット
アンドペ－ストをし、各教師の成績を下に付
け加える形で順々に並べる。 
④ 学生番号でソ－トする。 
⑤ ここで、例えば他のシ－トに順番に並べられ
た学生番号と氏名、学年のリストがあるもの
と仮定する。それを、またカットアンドペ－
スト方式で成績薄のほうに写す。 
⑥ デ－タ｜ピヴォットテ－ブルとピヴォットグ
ラフを選び、ウィザ－ドに従う。 
⑦ 下方の図のフィ－ルド名“氏名”を上の縦列
にドラッグする。 
⑧ “科目”を横列の方にドラッグする。 
⑨ 学科”と“学年”をペ－ジフィ－ルドにドラ
ッグする。 
⑩ “成績1”、“成績 2”をデ－タアイテムとし
てドラッグする。 
⑪ 科目の左横の空白を右クリックして、出てき
たプルダウンメニュ－から 数式l 集計フィ
－ルドを選ぶ。フィ－ルドの挿入を使って図
のようにする。 
これで OKを押せば、成績 1と 2の和が一番
外の枠の行列に現れる。 
⑫ 一番上のペ－ジフィ－ルドで学科と学年を指
定する。そうすると、その学科の指定された
学年のみの表が出来る。 
⑬ マクロを使って合否の判定をする。 
 
これが、このコ－スのすべてである。分かりや
すい話題を使ってデ－タベ－スというものを理解
させようとしたのである。 
コンピュ－タの教育には、多額の金がかかると
いうのが、大方の考えのようだが、良い教育を費
用をかけずに出来る例は、例示するのに苦労する
ほどあろう。まず、金をかけるという発想は時代
おくれである。コ－スはいろいろと工夫できるだ
ろう。いくつかの選択肢を学生に与えて、選ばせ
るのが良い。IT革命というが、大学もレトリック
で誤魔かすだけでなく、真剣に対応しなければ、
生き残ることが出来ないことを覚悟すべきだ。大
家の義太夫宜しく、頭を下げてしばらく我慢して
いれば、昨日と同じ生活ができると考えるのは、
全くの見当違いである。 
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Fig.1 The computer display shows this. 
 
７. 二等辺三角形 
 
 古くから有名な問題に、“すべての三角形は二
等辺三角形である”というのがある。もちろん誤
りなのだが、証明に騙されてしまうのである。手
近な文献では、例の“不思議のくにのアリス”を
書いた L. キャロルの「不思議の国の論理学」や
Ｆ. クラインの「初等数学」などがある。 
ABCの辺 BCの中点を Dとし、Dから BCに
垂線を立て、∠A の二等分線との交点を E とす
る。E より辺 AB、AC に垂線を下ろし、その足
を F、Gとする。 
 
      
 
 
 
Fig.2 The computer display shows this. 
 
ここで、次の三つの事実が正しいことは、直ぐ分か
る。 
 
（１）    △AEF  =   △AEG 
 
（２）     BE  =   CE 
 
（３）    △BFE  =   △CGE 
 
したがって、 
 
         AF  =  AG     FB  =  GC 
 
となる。ここまでは間違いがない。そこで図を見
ると 
 
（４） AB  ＝  AF  +   FB 
AC  ＝  AG  ＋  GC 
 
となっているから、二等辺三角形だということに
なる。無論、結論は可笑しいわけだから、（４）を
導いた図が変ではないかと、見当をつける。そこ
で、コンピュ－タで図を正確に描いて見ようとい
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う話になる。 
以下では BC = 1とする。頂点 A(a1、a2) は、
ユ－ザ－に勝手に決めさせて、上のような図をコ
ンピュ－タで描く。その前に、 ∠Aの二等分線の
方程式が 
 
Y  ＝  a2 (X － x0)/(a1 － x0) 
 
となることを注意しておこう。ただし、x0は直線
AEが X軸と交わる点の X座標で、r = AB/ACと
おくと 
 
           x0 ＝  (r－1)/(1 + r) 
 
である。ヴィジュアルベ－シックで書いたプログ
ラムは次のようなものになるだろう。（最後部に付
す） 
 
８. 最後に 
 
 このような提言は、若い世代には、中々受け入
れがたいようである。自分の研究環境の保持に 
汲々とする気持ちもわかるが、まず、大衆の立場
から出発して、自分の意見が取り入れられるよう
に努力すべきであろうと思う。そもそも、大学の
自治を身を挺して守ろうとする大学人がもっと現
れてもよかったのはないか。そとから干渉され易
くなった大学は、けっして国民のためになるもの
ではない。環境問題の初期を思い起こすべきであ
る。権力によって歪められていない情報を、国民
に提供するのは、大学の義務であり、それによっ
て民主主義が守られるのである。大学が何である
か、信念をもつ大学人が少なくなった。世論にも
受け入れられ、大学の内部も忍ぶことができると
いうのが良い意見なのだろうが、どんな意見もそ
うはいくまいから、この小論も好評嘖々と言うわ
けにはいかないだろうが、一つの提言としては、
若干の意味をもつであろう事を期待する。 
私がこの稿を書いたのは、もう二年も前のことに
なる。当時 2、3 の人にコピ－を送ったが、いろい
ろと手をいれようと思っているうちに日が経って
しまった。今回も原稿を大幅に直す暇が無かったの
は残念である。ここに、2，3思いついたことを書き
加えておく。マイクロソフト社の.NET の全容も次
第に明らかになってきた。その２つの構成要素
は.NET Framework Software Development Kitと 
Visual Studio Integrated Development 
Environmentであるが、前者は SDKと、後者は IDE
と約されている。前者はいろいろな言語で書かれた
アプリケ－ションや XML サ－ヴィスをプラットフ
ォ－ムとは独立に実行し、後者はそういうプログラ
ム開発用の Kitである。要するに各所に散らばって
いる、いろいろなフォ－マットで書かれたデ－タを
一元的に扱いたいということのようだ。しかし、ソ
フトウェアのヴァ－ジョンアップが二回続けば、ユ
－ザ－は迷路に押し込められるという構図が益々
明確になった。他方、高校の情報 A.B,Cも教科書が
出版され、細かい所も分かるようになった。指導要
領ではどんな言語を使うとかといったことは皆目
見当もつかないのだが、まず、気の付くことは、ネ
チケットなどという変なものは簡単にして、安全性
の問題に多くのペ－ジが割かれている。また、ホ－
ムペ－ジの作製がプログラムの中心になって、
HTML を教えるようになっているところなどは喜
ばしい。そうじて、指導要領で感じた時代遅れの印
象は大分薄らいだ。担当者のご努力を評価したい。
しかし、問題も多々ある。まず、学生に覚えさせね
ばならぬ述語(jargon)が多過ぎることだ。それに、
本稿で取り上げた言語のことだが、数 Bでは、ベ－
シックを教え、情報 Bでは教科書によってまちまち
(私の手元にある教科書では言語「T」という特殊な
ものを使っているようだ)というのでは、いくら言語
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の習得を目的とするものではないとことわっても、 現場は戸惑いすること請け合いだ。
付記 プログラムは、次のような構成になっている。 
１ メッセージボックスの表示 
これで、座標平面が出たら頂点の位置をクリックすることを促す 
２ クリックされた点を頂点とし、予め与えてある辺BC を底辺とする三角形が自動的に太線で描かれ、同時に７節の
図の正確な configurationが現れる。 
 
Public t As Double 
 
Private Sub Form_Load() 
 
   WindowState = vbMaximized 
   Scale (-2, 1.2)-(2, -1.2) 
   AutoRedraw = True 
   Line (-ScaleWidth, 0)-(ScaleWidth, 0) 
 Line(0.3,-ScaleHeight)-(0.3,ScaleHeight) 
   DrawWidth = 2 
   Line (-1, 0)-(1, 0), vbRed 
   MsgBox"画面が出たら頂点 Aの位置クリックしなさい", , "頂点" 
          
End Sub 
 
Private Sub Form_MouseDown(Button As Integer, Shift As Integer, X As Single, Y As Single) 
 
Cls 
DrawwWidth = 1 
   Line (-ScaleWidth, 0)-(ScaleWidth, 0), vbBlack 
   Line(0, -ScaleHeight)-(0, ScaleHeight), vbBlack 
DrawWidth = 2 
   ForeColor = vbRed 
   Line (-1, 0)-(1, 0) 
   Line (1, 0)-(X, Y) 
   Line (-1, 0)-(X, Y) 
DrawWidth = 1 
   Line (-1 - ScaleWidth * (X + 1), -ScaleWidth * Y)-(X, Y)
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 Line (1 + ScaleWidth * (1 - X), -ScaleWidth * Y)-(X, Y) 
   AB = distance(X, Y, -1, 0) 
   AC = distance(X, Y, 1, 0) 
   s = 1 - 2 * AC / (AB + AC) 
   Rem  (s,0)は、頂角の二等分線とｘ軸との交点 
   t = -s * Y / (X - s) 
   Rem  (0,t)＝E 
ForeColor = vbBlue 
   CurrentX = X: CurrentY = Y + 0.1 
   Print "A" 
   CurrentX = 1: CurrentY = 0.1 
   Print "C" 
   CurrentX = -1: CurrentY = 0.1 
   Print "B" 
   CurrentX = 0.1: CurrentY = t + 0.1 
   Print "E" 
   Line (X, Y)-(0, t), vbYellow 
   Rem この黄色の線が頂角の二等分線 
ForeColor = vbGreen 
   Line (0, t)-(footx(-Y, X + 1, Y),footy(-Y, X + 1, Y)) 
   Line (0, t)-(footx(Y, 1 - X, Y),footy(Y, 1 - X, Y)) 
   Rem  緑の線はEより下ろした垂線 
 
End Sub 
 
Function distance(X, Y, a, b) As Double 
 
   distance = Sqr((X - a) ^ 2 + (Y - b) ^ 2) 
    
End Function 
Function footx(a, b, c) 
 
   footx = (a * c - a * b * t) / (a ^ 2 + b ^ 2) 
   Rem  直線 ax+by = c にEより下ろした垂線の足のｘ座標 
    
End Function 
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Function footy(a, b, c) 
 
   footy = (b * c + a ^ 2 * t) / (a ^ 2 + b ^ 2) 
   Rem 直線 ax+by = c にEより下ろした垂線の足のｙ座標 
    
End Function 
実行結果の例 
 
 
 
Fig.3  two results when the program executed 
 
